
後
期
終
業
式
に
寄
せ
て

高
山
校
長
先
生
の
お
話
か
ら

先
ほ
ど
各
学
年
の
代
表

の
人
に
発
表
を
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。

一
年
生
の
Ｇ
Ｒ
さ
ん
は
、

部
活
と
勉
強
に
力
を
入
れ
た

こ
と
、
い
ず
れ
も
自
分
の
時
間
に
自
主
的

に
頑
張
っ
た
こ
と
で
納
得
で
き
る
成
果
が

得
ら
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。
そ
し
て
、
苦
手
な
こ
と
に
挑
戦
し

よ
う
と
考
え
今
回
の
発
表
者
を
引
き
受
け

た
こ
と
も
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

二
年
生
の
Ａ
Ａ
さ
ん
は
、
学
年
や
ク
ラ

ス
、
部
活
動
に
お
い
て
築
き
、
深
め
て
き

た
仲
間
と
の
絆
の
こ
と
、
ま
た
、
合
唱
や

生
徒
会
活
動
を
通
し
て
培
っ
た
自
覚
や
、

い
よ
い
よ
最
高
学
年
に
な
る
と
い
う
抱
負

に
つ
い
て
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

三
年
生
の
Ｋ
Ｈ
さ
ん
は
、
合
唱
祭
に
ク

ラ
ス
や
学
年
で
本
気
で
取
り
組
み
、
納
得

で
き
る
結
果
が
得
ら
れ
た
こ
と
、
受
験
に

向
け
て
皆
で
真
剣
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
、

先
生
方
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
、
高
校
へ
行

っ
て
の
決
意
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

三
人
と
も
、
今
年
一
年
間
、
自
分
が
力

を
入
れ
て
き
た
こ
と
を
振
り
返
り
、
貴
重

な
体
験
か
ら
感
じ
取
っ
た
思
い
や
進
級
・

卒
業
に
向
け
て
の
す
ば
ら
し
い
抱
負
を
発

表
し
て
く
れ
ま
し
た
。

こ
の
一
年
間
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
年
に
応

じ
た
大
き
な
成
長
が
あ
り
ま
し
た
。
三
年

生
は
学
校
の
顔
と
し
て
、
一
・
二
年
生
の

手
本
と
し
て
立
派
に
学
校
を
引
っ
張
っ
て

き
て
く
れ
ま
し
た
。
卒
業
式
を
明
日
に
控

え
、
大
人
び
て
と
て
も
立
派
に
見
え
ま
す
。

二
年
生
は
、
部
活
や
生
徒
会
の
引
継
ぎ

を
経
て
大
変
頼
も
し
く
成
長
し
て
い
ま
す
。
昨
日
の
生
徒
総
会

も
大
変
立
派
に
運
営
で
き
ま
し
た
。
四
月
か
ら
は
最
高
学
年
と

な
り
ま
す
が
、
大
い
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

一
年
生
は
、
ど
こ
か
ら
見
て
も
立
派
な
中
学
生
と
な
り
ま
し

た
。
体
も
大
き
く
成
長
し
て
い
ま
す
が
、
挨
拶
の
仕
方
や
言
葉

遣
い
、
廊
下
の
歩
き
方
な
ど
か
ら
、
心
の
成
長
を
感
じ
ま
す
。

い
よ
い
よ
四
月
か
ら
は
先
輩
と
な
り
ま
す
。
新
し
く
入
学
し
て

く
る
後
輩
達
に
対
し
て
、
自
ら
範
を
示
し
、
後
ろ
姿
で
中
学
生

の
あ
る
べ
き
姿
を
語
り
導
い
て
や
っ
て
く
だ
さ
い
。

さ
て
、
私
は
今
年
も
一
年
間
、
常
に
二
つ
の
こ
と
を
心
に
置

き
、
で
き
る
と
こ
ろ
で
皆
さ
ん
に
伝
え
よ
う
と
し
て
き
ま
し
た
。

一
つ
目
は
「
自
分
た
ち
の
良
さ
に
気
づ
き
、
自
信
を
持
っ
て

欲
し
い
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
い
つ
も
来
校
さ
れ
た
お
客
さ
ん

方
か
ら
は
、「
富
士
見
中
生
は
挨
拶
が
す
ば
ら
し
い
ね
」
と
、
誉

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
私
や
先
生
た
ち
が
雪
か
き
を

し
て
い
た
り
、
掃
除
や
片
付
け
を
し
て
い
た
り
す
る
と
、「
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
い
う
気
持
ち
の
良
い
言
葉
を
か
け
て

く
れ
る
人
も
大
勢
い
ま
す
。

(

中
略
）

先
日
、
あ
る
教
室
を
突
然
訪
問
し
、
国
語
の
授
業
を
見
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

(

中
略
）

授
業
後
の
挨
拶
が
す
ん
だ
後
、
教
室
の
後
ろ
で
参
観
し
て
い

た
私
に
、「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
言
葉
を
か
け
て
く

れ
た
人
が
い
ま
し
た
。
突
然
教
室
に
訪
問
を
し
た
の
で
、
普
段

の
授
業
か
ら
見
れ
ば
お
邪
魔
だ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
れ
な

の
に
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
声
を
か
け
て
く
れ
た

の
で
す
。
瞬
間
的
に
私
は
、
こ
の
教
室
に
お
邪
魔
し
た
こ
と
を

受
け
入
れ
て
く
れ
た
と
感
じ
ま
し
た
。
あ
の
と
き
瞬
間
的
に
感

じ
た
「
受
け
入
れ
て
も
ら
え
て
い
る
」
と
い
う
感
覚
は
、
大
変

心
地
よ
い
も
の
で
し
た
。

こ
ん
な
ふ
う
に
「
あ
り
が
と
う
」
、
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
」
と
い
う
言
葉
を
自
然
に
発
す
る
こ
と
の
で
き
る
富
士
見
中

生
が
大
勢
い
る
こ
と
を
私
は
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

白
鈴
祭
や
合
唱
祭
で
見
せ
て
く
れ
た
す
ば
ら
し
い
姿
、
清
掃

へ
の
取
組
、
授
業
に
一
生
懸
命
取
り
組
む
姿
や
、
部
活
動
に
打

ち
込
む
姿
な
ど
、
皆
さ
ん
に
は
素
晴
ら
し
い
も
の
、
誇
れ
る
も

の
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
も
っ
と
も
っ
と
皆
さ
ん
は
、
自
分

に
『
自
信
と
誇
り
』
を
も
っ
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
何
事
に
も

自
信
を
も
っ
て
取
り
組
み
、
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

二
つ
目
は
、「
夢
を
も
ち
、
そ
の
実
現
の
た
め
に
努
力
し
て
欲

し
い
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
大
事
な
の
は
、
ど
ん
な
夢
を
も
つ

か
と
い
う
こ
と
で
す
。
中
学
も
二
年
生
、
三
年
生
と
な
れ
ば
、

自
分
の
興
味･

関
心
や
自
分
の
能
力
を
し
っ
か
り
と
捉
え
、
ど
ん

な
大
人
に
な
っ
た
ら
、
ど
ん
な
仕
事
に
就
い
た
ら
、
自
分
の
能

力
を
最
大
限
に
生
か
し
、
世
の
中
の
役
に
立
つ
こ
と
が
で
き
る

の
か
、
と
考
え
て
夢
を
も
っ
て
欲
し
い
の
で
す
。

日
本
中
の
中
学
三
年
生
が
、
四
月
に
行
っ
た
全
国
学
力
・
学

習
状
況
調
査
の
質
問
の
中
で
、「
人
の
役
に
立
つ
人
間
に
な
り
た

い
と
思
い
ま
す
か
」
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

富
士
見
中
の
生
徒
の
回
答
は
、「
当
て
は
ま
る
」
、「
ど
ち
ら
か

と
言
え
ば
当
て
は
ま
る
」
と
答
え
た
人
を
合
わ
せ
て
九
八
％
に

も
の
ぼ
り
ま
し
た
。
ほ
ぼ
全
員
が
そ
う
考
え
て
い
る
こ
と
に
つ

い
て
、
私
は
大
変
誇
ら
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

現
在
の
世
の
中
に
は
簡
単
に
は
解
決
で
き
な
い
問
題
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
皆
さ
ん
に
は
無
限
の
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
私
は
、
そ
ん
な
皆
さ
ん
の
可
能
性
を
信
じ
て
い
ま
す
。

近
い
将
来
、
世
界
中
の
人
間
が
協
力
し
合
い
、
一
人
ひ
と
り
の

力
を
発
揮
し
あ
っ
て
、
多
く
の
課
題
を
一
つ
一
つ
、
解
決
し
て

い
け
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
自
分
の
力
を
最
大

限
に
発
揮
で
き
る
よ
う
な
将
来
の
夢
を
も
ち
、
自
分
の
知
識
や

知
恵
、
技
術
を
身
に
つ
け
、
自
分
自
身
を
伸
ば
し
て
い
け
る
よ

う
、
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
を
続
け
て
欲
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
爆
発
的
に
成
長
で
き
る
中
学
、
高
校
の
時
期
に
、
皆
で
支
え

合
い
な
が
ら
し
っ
か
り
と
自
分
を
伸
ば
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

そ
れ
で
は
、
明
日
を
含
め
て
後
期
九
〇
日
間
、
そ
し
て
二
〇

九
日
間
の
平
成
二
七
年
度
、
全
員
大
変
よ
く
頑
張
り
ま
し
た
。

本
日
こ
こ
に
、
校
長
と
し
て
一
・
二
年
生
全
員
の
進
級
、
そ
し

て
三
年
生
全
員
の
卒
業
を
許
可
し
ま

す
。明

日
は
本
校
第
六
回
目
の
卒
業
式

で
す
。
三
年
生
一
一
三
名
の
新
天
地

で
の
活
躍
を
祈
る
、
か
つ
、
最
後
の

卒
業
生
と
の
お
別
れ
の
式
で
も
あ
り

ま
す
。
全
校
が
心
を
一
つ
に
し
て
、

厳
粛
に
し
て
か
つ
温
か
な
卒
業
式
に

し
て
欲
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

先
生
方
も
含
め
て
全
員
で
す
ば
ら

し
い
卒
業
式
を
創
り
上
げ
ま
し
ょ
う
。

学校だより 平成 28 年 3 月 17 日

No.１２
（最終号）

富士見中学校
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平成２７年度

保護者・生徒による学校評価報告書

２月に実施しました学校評価アンケートにご協力いただきましてありがとうございました。生徒・
保護者によるアンケート結果と今後の方向についてご報告いたします。

上段････H26年度 下段････H27年度
１ 学校全般・教育課程

対象 質問項目 評価結果
富士見中学校は雰囲気が

生徒 よく、多くの生徒が明るく
元気である

①
保護者 学校の雰囲気がよく、生徒

が生き生きとしている

生徒 学校に行くのが楽しい

② お子さんは、学校に行くの
保護者 が楽しいと言っている

文化祭や合唱祭などの学校
生徒 行事が充実している

③ 文化祭や合唱祭などの学校行

事を通して望ましい人間関係

保護者 や連帯感を深め、協力してよ

りよい学校生活を築こうとす

る態度を育てている

・学校生活について「学校へ行くのが楽しい」に対して「そう思う」「だいたいそう思う」と８９％の
生徒が答えています。また、文化祭や合唱祭などの行事に対して生徒も保護者も９割以上が充実して
いると答えています。人間関係を構築することが苦手な生徒が増えてきている現状を考え、今後もさ
らに生徒にとってより魅力的な行事の工夫をしていきたいと思います。

２ 学習指導
対象 質問項目 評価結果

生徒 学校の授業はわかりやすい
①

お子さんは、学校の授業が
保護者 わかりやすいと言っている

先生方は熱意を持って授業
生徒 をしてくれていると感じる

② 先生方は熱意を持って授業
保護者 を行い、学力を高めようと

している
家庭学習をしっかり行って

生徒 いる

③ お子さんは、家庭学習をし
保護者 っかり行っている



- 3 -

・生徒は、授業がわかりやすい、教職員は努力していると、高い評価を示していますが、保護者は「わ
かりやすい授業の工夫」に対してあまりそう思わないと答えている割合が他の項目に比べ高くなって
います。今後とも各教科において一層の授業改善や教材の工夫を行い、「わかる授業」の創造に努力し
ていきます。具体的には，ふじ美が原「№ 10」と「№ 11」をご覧ください。
・家庭学習については、他の項目に比べ生徒も保護者も「しっかり行っている」と答えた割合が低く
なっています。来年度の重点として、家庭学習の充実について研究し、授業の復習や予習など、授業
の内容と結び付けた家庭学習にしたり、提出率だけでなく、家庭学習の内容を評価したりするなど、
いっそう学力を高められるような家庭学習の指導を行っていきたいと考えています。

３ 生徒指導・生徒相談
対象 質問項目 評価結果

先生方は親身になって相談に

生徒 のってくれ、いじめ等があっ

た時にはていねいに対応して

くれる

先生方は親身に子どもの相
談にのってくれている

①
いじめ等があった時に学

保護者 校はていねいに対応してく
れる
先生方はお子さんの努力を
認めてくれている

・いじめ等の対応をさらにていねいにしてほしいと希望している保護者の割合が他の項目に対して高
くなっています。今年度は、７月と１２月に自分からはなかなか相談できない生徒にも寄り添って話
を聞けるようにと、生徒相談の時間を確保し、学級担任が全員と懇談を行いましたが、今後も日頃か
ら相談しやすい雰囲気作りやスクールカウンセラーや相談窓口の紹介、アンケートでの実態把握を行
うなどして、いじめや悩みなどにていねいに対応していきたいと考えます。

４ 生徒指導・規律ある態度
対象 質問項目 評価結果

先生方はあいさつや清掃、
生徒 生活のきまりなどについて

① しっかり指導している
学校は、生徒への挨拶指導

保護者 や清掃指導等、生活態度面
での指導を十分行っている
先生方は、自分や仲間を大

生徒 切にし、感動や思いやりの
気持ちを育てている

② 学校は、生徒が自分自身を大

保護者 切にするとともに、他人を認

め尊重し、感動する心や思い

やりの心を育んでいる

・あいさつや清掃、生活のきまり等の指導については、どちらも高い割合が「できている」という回
答です。今年度も、年に二回の人権教育旬間や、自死防止教育として講演を実施したり学級で扱った
りしてきました。引き続き、授業だけでなく学校生活全般で見守りや語りかけを行って自己肯定感や
他者への思いやりの気持ちを育てていきたいと考えています。

５ 保護者・地域との連携
対象 質問項目 評価結果

学校は、家庭への連絡や意
① 保護者 思疎通を積極的にはかって

いる
・全学年が学年通信を週に一回発行し、写真や生徒の感想とともに行事や生活の様子をお伝えしてい
ます。その他、学級通信などにより学習の様子や出来事、話し合いの様子などお伝えしています。今
後も学校での生活の様子が保護者に迅速にかつ正確にお伝えできるよう、一層努力を行っていきます。
また、ホームページを整備し、学校行事や生徒の様子、学校だより・給食便り等をお知らせしてき

ました。今後期待も大きくなってきていますので、さらに充実を図っていきたいと考えます。
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【保護者アンケートのコメントより】 ※全校に関係するものを抜粋して載せました。

Q 選択肢の中に，「わからない」の項目を作ってもらえないでしょうか？よくわからない項目があるた
め答えにくいです。
A 突然聞かれても答えづらい項目があると思います。そこで来年度は、早い時期にあらかじめ学
校評価でお聞きする内容項目を保護者の皆様にお伝えし，日頃からお子様と話題にしていただいた
り，学校だより，学年通信，学級だよりをお読みいただき，お考えいただけるようにしていきたい
と考えます。

Q 学校行事の際、駐車場が狭いので、先生方が旗をもって誘導していただけてたいへんありがたいです。
今後も行事の際はお願いしたい。
A できるだけ参観日等の行事には誘導を行います。２月の参観日では駐車場が満車となりました。
学校に近い方は徒歩でおいでいただいたり，相乗りでおいでいただいたりする等，ご協力をお願い
したいと思います。なお，駐車される場合は，スクールバスの出入り口の確保についてご配慮いた
だくようお願いします。

Q 学習面、生活面、友人関係について等、気軽に相談できる場所があれば、子ども達に広めていって
ほしい。先生が忙しそうだった、どこにいるかわからなかった、と言うことが多く、相談するきっかけ
がつかめないようです。
A 申し訳ありませんでした。今年度は、７月と１２月に自分から相談に来られない生徒にも寄り
添って話を聞けるようにと生徒相談の時間を確保し、全員と懇談を行いました。今後も日頃から相
談しやすい雰囲気作りやスクールカウンセラーや相談窓口（教頭，保健室など）の紹介を年度当初
に行い，相談しやすい体制を考えていきます。お子様の様子でご心配なこと等がありましたら，ぜ
ひ担任や教頭，養護教諭など誰でも良いのでお伝えいただきたいと思います。

他にも多くのコメントをお寄せいただきました。ありがとうございました。できる限り対応させて
いただく所存です。

平成２７年度の終わりに・・・ 一年間、大変お世話になりました
本日、無事、第６回卒業証書授与式を挙行することができました。１１３名の卒業生が、今後も健康で活躍されるこ

とをお祈りしております。又、４月より２・３年生となる在校生には、ますますよい学校を創り、ともに伸びていって欲しいと
願っています。保護者の皆様、地域の皆様、この一年間、大変お世話になりました。来年度以降も引き続き富士見
中学校の教育活動にご協力いただきますよう、お願いいたします。学校職員も全員で力を合わせて精一杯努めたいと
存じます。

発
表
！

Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
ネ
ッ
ト
を

健
全
に
利
用
す
る
た
め
の
標
語

発
表
が
随
分
遅
く
な
り
ま
し
た
が
、
昨
年

七
月
に
、
標
記
の
標
語
を
全
校
の
生
徒
に
募

集
し
ま
し
た
。
お
よ
そ
三
十
名
の
生
徒
さ
ん

か
ら
応
募
し
て
い
た
だ
き
、
先
生
方
の
投
票

に
よ
り
賞
を
決
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
入
賞
作
品
は
、
次
の
三
点
で
す
。

◇
最
優
秀
賞

一
年

Ｇ
Ｈ

さ
ん

大
切
に
し
よ
う

時
間
・
友
達
・
自
分
の
心

◇
優
秀
賞

一
年

Ｇ
Ｊ

さ
ん

話
す
な
ら

メ
ー
ル
じ
ゃ
な
く
て表

情
で

◇
優
秀
賞

一
年

Ｍ
Ｋ

さ
ん

大
丈
夫
？

傷
つ
け
て
な
い
？

そ
の
メ
ー
ル

他
に
も
す
ば
ら
し
い
作
品
が
多
数
あ
り

ま
し
た
。
標
語
を
寄
せ
て
下
さ
っ
た
生
徒
の

皆
さ
ん
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。来

年
度
に
な
っ
て
し
ま
う
か
と
思
い
ま
す

が
、
校
内
に
掲
示
し
た
り
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
た
り
し
て
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
ネ
ッ
ト
を
健
全

に
利
用
す
る
た
め
の
啓
発
と
し
て
使
せ
て
い

た
だ
く
予
定
で
す
。

◇
転
退
職
員
の
紹
介
◇

平
成
二
七
年
度
末
を
も
っ
て
転
退
職

と
な
る
職
員
は
次
の
通
り
で
す
。

〇
西
尾
ひ
と
美
（
教
頭
）

校
長
と
し
て

諏
訪
市
立
諏
訪
中
学
校
へ

〇
安
藤

昌
和(

二
年
・
理
科
）

東
海
大
学
付
属
第
三
高
等
学
校
へ

〇
石
田
亜
希
子(

一
年
・
英
語
）

ご
退
職

〇
大
井

悠
己(

三
年
・
国
語
）

千
曲
市
立
埴
生
中
学
校
へ

〇
小
川

典
（
事
務
主
任
）

茅
野
市
立
米
沢
小
学
校
へ

〇
神
戸

玲
子
（
支
援
員
）

ご
退
職

〇
小
林

悦
子
（
給
食
調
理
員
）

富
士
見
町
立
富
士
見
小
学
校
へ

〇
小
林

純
人
（
庁
務
士
）

ご
退
職

〇
坂
本

純
子
（
主
任
調
理
員
）

富
士
見
町
立
本
郷
小
学
校
へ

〇
ジ
ョ
ー
ン
ズ
・
エ
リ
ッ
ク
（A

LT

）

ご
退
職

〇
保
科
紗
恵
子
（
三
年
・
英
語
）ご

退
職

任
期
の
長
短
は
あ
り
ま
す
が
、
い
ず

れ
も
ご
家
庭
や
地
域
の
皆
様
に
お
支
え

い
た
だ
い
た
も
の
と
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

富
士
見
町
立
富
士
見
中
学
校

諏
訪
郡
富
士
見
町
富
士
見
四
六
五
四
番
地

Ｔ
Ｅ
Ｌ

0266
(62
)2009

Ｆ
Ａ
Ｘ

0266
(62
)7409

担
当

名

取

克

裕


